
 

1 / 1 

Press Release 

報道関係者各位 

岡山県政記者クラブ、倉敷記者クラブにも配信しています 

 
2018年7月10日 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

http://www.savechildren.or.jp 

 

西日本豪雨【第二報】 
誰もができる緊急下の子どものこころのケア 

「子どものための心理的応急処置」の活用と周知を 
国際 NGO セーブ・ザ・チルドレンが訴え 

 
子ども支援の国際 NGO であるセーブ・ザ・チルドレンは、西日本豪雨で被災した地域で子どもと関わる支援者や

大人に対して、誰もができる緊急下の子どものこころのケア「子どものための心理的応急処置*」の活用と周知を

求めています。 
 

セーブ・ザ・チルドレンは 9日、西日本を襲った記録的な豪雨による被害の拡大を受けて、東日本大震災や熊本

地震、九州北部豪雨の緊急支援に対応した職員などから構成される、西日本豪雨緊急支援対応チームを立ち上

げ、被害の大きい岡山県倉敷市真備町を中心に、子どもたちの状況やニーズの調査と「こどものための心理的応

急処置」の周知活動を開始しました。 
 

セーブ・ザ・チルドレンではまた、ホームページ内に「子どものための心理的応急処置」特設サイトを開設。災害時

のストレス下にある全ての年齢の子どもたちが示す一般的な反応や、認知発達段階によって一般的に子どもが

示すストレス反応、災害などの緊急時に、ストレスを抱えた子どものこころを傷つけず対応するための行動原則

などが紹介されています。同サイトからは手法をまとめたチラシのダウンロードができ、避難所や、子どもや家族

が集まる場所で広く配布するこことも可能です。 
 
*「子どものための心理的応急処置」（=Psychological First Aid for Children、子どものための PFA） 

心理的応急処置（PFA）は、災害や紛争などの緊急時、ストレスを抱えた人に対して、誰もが安全に心理社会的ケ

アを提供できるようにすることを目的に、世界保健機関（WHO）などが 2011 年に作成したマニュアルです。「子ども

のための心理的応急処置」は2013年、子どもと親や養育者に関わる部分を充実させ、セーブ・ザ・チルドレンが作

成したもので、現在、世界各国で、自然災害や紛争の影響を受けた子どもたちへの心理社会的支援活動の中で

活用されている他、日本では、熊本地震緊急支援の際に、様々な支援者により活用されました。 
 

子どものための心理的応急処置特設サイト： http://www.savechildren.or.jp/lp/pfa/ 
＊特設サイトから、子どものための PFAの手法をまとめたチラシのダウンロードもできます 
 

＜西日本豪雨緊急支援 ご寄付の受付先＞ 

口座名：いのち・みらい貯金箱 

口座番号：00190-8-791030 

※ 振込手数料はご負担をお願いしております。 

※ 領収証ご希望の方は、振込用紙通信欄にその旨ご記入ください 

クレジットカードによるご寄付はホームページから 

http://www.savechildren.or.jp/lp/childemergencyfund/ 

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 広報  

TEL: 03-6859-0011 携帯：090-6070-3847（田代） E-mail: japan.press@savethechildren.org 
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